
今
回
の
報
告
は
議
会
最
終
日
。

議
場
で
、
知
事
が
提
出
し
た
議
案
な

ど
に
つ
き
討
論
と
採
決
が
行
わ
れ
ま

す
。６

月
議
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

左
の
図
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
図
は

新
潟
県
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

抜
粋
引
用
し
ま
し
た
。

県
議
会
の
採
決
の
大
き
な
特
徴
は
、

個
々
の
議
員
の
採
決
が
会
派
毎
に
賛

否
を
統
一
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
左
の
表
も

会
派
ご
と
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
会
派
っ
て
何
？
メ
リ
ッ
ト
は
？

会
派
と
は
、
議
会
内
で
活
動
を
共

に
し
よ
う
と
す
る
議
員
の
グ
ル
ー
プ

で
す
。

各
委
員
会
の
選
択
や
、
各
委
員
会

の
質
問
時
間
配
分
な
ど
は
、
会
派
の

所
属
議
員
数
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま

す
。
代
表
的
な
の
は
、
正
副
議
長
や

各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
選
任
で

す
。
基
本
的
に
多
数
に
基
づ
い
て
決

め
ら
れ
ま
す
か
ら
、
会
派
の
数
が
大

き
け
れ
ば
、
議
会
で
の
発
言
力
や
影

響
力
は
増
し
ま
す
。

●
会
派
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

他
方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

会
派
に
所
属
す
れ
ば
、
賛
否
は
統
一

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
の

意
見
よ
り
も
会
派
の
意
見
に
左
右
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
、
会
派
の
縛
り
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
知
事
提
出
の
補
正
予
算
案
は
、
全

会
一
致
で
可
決
。
核
燃
料
税
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
、
私
は
反
対
し
ま

し
た
が
、
他
の
会
派
が
す
べ
て
賛
成

の
た
め
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
核
燃
料
税
条
例
に
つ
い
て

は
、
い
ま
だ
立
法
の
必
要
性
が
な
い

（
日
誌
№
30
参
照
）
と
い
う
内
容
で
、

私
は
演
壇
に
立
ち
反
対
討
論
を
し
ま

し
た
。

●
議
員
発
議
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

４
つ
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
、
２
つ
の
意
見
書
に

つ
い
て
は
、
自
民
党
と
公
明
党
が
反

対
し
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

否
決
さ
れ
た
二
つ
の
意
見
書
は
、

い
ず
れ
も
「
未
来
に
い
が
た
」
が
提

案
し
た
も
の
。

健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
意

見
書
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、

窓
口
で
10
割
請
求
さ
れ
た
り
、
他
人

の
情
報
が
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
さ
れ
た

ケ
ー
ス
な
ど
深
刻
な
問
題
が
続
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
発
議
し
た
も
の
で

す
。「

給
特
法
の
廃
止
」
に
係
る
意
見

書
は
、
教
員
の
処
遇
改
善
を
進
め
る

こ
と
を
求
め
た
も
の
で
す
。
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採
決
の
結
果
は
？

「寅に翼」も大詰めですね。伊藤沙莉は「これは経費で落ちません」（主演：多部美華子）でわき役でしたが、おもしろい演技するなあと思ってました。あっという間にブレイクしてびっくりです。

討論・採決
＜県議会最終日の採決は？＞

実はまだあったpart４

馬
場
ひ
で
ゆ
き
の
活
動
日
誌

採
決
の
仕
組
み
は
？
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教
員
の
未
配
置
、
臨
時

教
員
免
許
状
の
交
付
手
続

の
問
題
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
た
（
日
誌
№
31
、
32
）

と
こ
ろ
、
皆
様
か
ら
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
元
教
員М
さ
ん

ま
ず
は
、
正
教
員
を
増

や
す
こ
と
が
大
事
。

臨
時
免
許
状
の
交
付
は
、

タ
ク
シ
ー
会
社
の
社
長
が
、

自
動
車
学
校
に
通
わ
ず
、

試
験
も
受
け
ず
に
タ
ク
シ
ー

を
運
転
し
よ
う
と
す
る
社

員
に
社
長
の
判
断
で
免
許

証
を
発
行
す
る
の
と
同
じ
。

そ
れ
で
安
全
な
運
転
が
で

き
る
と
い
え
る
の
か
。

教
育
の
場
も
同
じ
。
児

童
生
徒
が
教
員
の
些
細
な

言
動
に
傷
つ
く
こ
と
が
あ

る
。
対
応
の
仕
方
を
知
ら

な
い
臨
時
免
許
教
員
師
が

増
え
て
い
く
こ
と
は
教
育

の
現
場
で
大
問
題
だ
。

ま
た
少
し
前
ま
で
は

校
長
に
な
る
の
は
狭

き
門
だ
っ
た
が
、
現

在
は
校
長
の
な
り
手

が
い
な
い
。
手
を
挙

げ
た
も
の
が
校
長
に

な
れ
て
し
ま
う
時
代

に
な
れ
ば
必
然
的
に

教
育
現
場
の
質
の
低
下

も
避
け
ら
れ
な
い
。
早

急
に
教
育
現
場
の
問
題
解
決
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

●
現
職
の
小
学
校
教
員
Ｈ
さ
ん

自
分
が
勤
務
す
る
小
学
校
で
は
、

２
年
生
の
学
級
担
任
が
育
休
に
な
り
、

教
務
主
任
が
代
わ
り
に
担
任
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
教
務
主
任
は
、
学
校

行
事
な
ど
を
業
務
に
し
て
い
る
け
れ

ど
、
担
任
を
掛
け
持
ち
し
て
大
変
だ
。

隣
の
小
学
校
で
も
、
１
年
生
の
担

任
だ
っ
た
教
員
が
病
休
を
し
て
い
る

け
れ
ど
、
補
充
の
教
員
が
見
つ
か
っ

て
い
な
い
み
た
い
だ
。
ど
こ
も
人
手

不
足
。
み
ん
な
余
裕
が
な
い
。

●
退
職
教
員
の
Ｓ
さ
ん

「
英
語
」
の
免
許
を
持
っ
て
い
る

先
生
が
、
免
許
を
持
っ
て
い
な
い

「
数
学
」
を
臨
時
で
受
け
持
つ
こ
と

は
た
ま
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
教
員
免

許
状
を
も
っ
て
い
な
い
人
が
い
き
な

り
採
用
さ
れ
る
こ
と
な
ん
て
ホ
ン
ト

に
あ
る
ん
で
す
か
？
私
の
時
代
に
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

●
退
職
教
員
の
Ｆ
さ
ん
（
数
年
前
ま

で
小
学
校
の
校
長
を
し
て
い
た
）

教
員
免
許
を
も
っ
て
い
な
い
人
に

い
き
な
り
臨
時
免
許
状
を
交
付
す
る

な
ん
て
本
当
に
あ
る
の
？
教
育
支
援

員
を
し
て
い
た
り
、
保
育
園
で
教
員

し
て
い
た
ら
、
免
許
状
交
付
で
き
る

な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど
。

●
Ｓ
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
よ
り

「
質
問
の
き
っ
か
け
」
が
良
い
で
す

ね
。
質
問
を
ぶ
つ
け
た
ら
何
が
分
か
っ

た
か
と
続
き
ま
す
。
「
な
る
ほ
ど
な

る
ほ
ど
」
と
読
み
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
８
月
24
日
（
土
）
上
野
公
悦
上
越

市
市
議
後
援
会
「
焼
肉
と
生
ビ
ー
ル

の
つ
ど
い
」

私
の
活

動
日
誌
の

話
、
４
月

の
市
議
会

議
員
選
挙

の
話
で
盛

り
上
が
り

ま
し
た
。

●
８
月
25

日
（
日
）

年
金
者
組
合
上
越
支
部
「
童
謡
と
懐

メ
ロ
を
楽
し
む
会
」
こ
の
歌
の
会
は
、

昨
年
の
私
の
選
挙
事
務
所
で
し
た

「
う
た
ご
え
喫
茶
」
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
と
の
こ
と
な
の
で
、
今
年
は
ご
あ

い
さ
つ
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

●
８
月
26
日

学
校
給
食
無
償
化
要

請
行
動

県
内
各

地
の
団
体

が
学
校
給

食
無
償
化

で
県
庁
要

請
。
同
行

し
ま
し
た

が
、
各
地

の
無
償
化

へ
の
切
実

な
声
に
「
頑
張
ら
な
け
れ
ば
」
と

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

●
８
月
29
日
（
木
）

県
道
青
柳

高
田
線
改
修
期
成
同
盟
会

●
８
月
30
日
（
金
）

上
越
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議

傍
聴
参
加

（
内
容
は
後
日
報
告
し
ま
す
）
。
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花江役の森田望智（みさと）も、数年前のＮＨＫＢＳで放映された「１億円のさようなら」の頃から好きでした。「虎に翼」で有名になって凄くうれしいです。

発
行
責
任
者
：
馬
場
ひ
で
ゆ
き
事
務
所

住
所

新
潟
県
上
越
市
本
町
３
丁
目
３
番
３
号

ダ
イ
ア
パ
レ
ス
高
田
弐
番
館

2
階

電
話

０
２
５―

５
４
６―

７
１
１
０

フ
ァ
ッ
ク
ス

０
２
５―

５
４
６―

７
６
６
６

メ
ー
ル

k
e
ng

i-
b
a
b
a
hid

e
y
uk
i@

w
ind

.o
c
n.ne

.jp

松山猛 著 「少年Mのイムジン河」（木楽會）

「イムジン河水清く とうとうと流る

水鳥自由に 群がり飛び交うよ

我が祖国 南の地 想いははるか

イムジン河水清く とうとうと流る 」

歌を知ったのは、はるか昔の大学時代。カラオケで先輩

が歌ってくれました。美しい調べ、しかし、内容は朝鮮分断の

悲劇、ヒットしたが、すぐに放送自粛、普通の人は知らない。

カラオケで歌っても、周りの友は「はて？何の歌？」。でも「い

いものはいい！」。私はカラオケに行く都度歌ってきました。

しかし、この歌が、２０００年代、映画『パッチギ』の主題歌に

なって再び光を浴びました。「パッチギ」の原作になったのが

この本、時は50年代、朝鮮戦争で物騒な時代のことでした。

京都で音楽少年だった松山さんは、朝鮮学校にサッカーの

親善試合を申込に行きます。そのときに学校の教室から流

れてきたのが「イムジン河」。松山さん

は、そのメロディーに心奪われ、当時

京都市内の鴨川でトランベットを吹い

ていた音楽仲間で朝鮮籍の「文くん」

に歌の意味を聞きました。「文くん」は

歌の紙片と朝鮮語の辞典を松山さん

に渡します。松山さんは訳した歌をザ・

フォーク・クルセダーズに託しました。

その歌が今に繋がります。歌はまさに

生き物なんだと思いました。

私の推し本その14 皆さんからの感想を紹介します
やっぱり

おかしいでしょ！

馬
場
秀
幸
の
う
ご
き

８
月
24
～
30
日


